
お
も
て
な
し
の
心
と
ノ
ウ
ハ
ウ
の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
が
い
た
か
ら
こ
そ
被
災
者
を
癒
や
せ
た
、の
一

言
が
印
象
深
い
。
自
ら
被
災
し
な
が
ら
も
被
災
者
を
物
心
両
面
で
支
え
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
が
シ
ェ

ル
タ
ー
と
し
て
機
能
し
た
。
制
度
の
柔
軟
な
運
用
等
、
危
機
管
理
へ
の
示
唆
が
あ
る
。
公
的
な
救

助
や
支
援
が
得
ら
れ
な
い
限
界
状
況
で
、
生
き
延
び
る
た
め
に
人
は
何
に
頼
る
か
。
本
書
『
東
日

本
大
震
災
、全
旅
連
の
記
録　

命
を
つ
な
ぐ「
お
も
て
な
し
」旅
館
・
ホ
テ
ル
の
役
割
と
挑
戦
』（「
命

を
つ
な
ぐ
〝
お
も
て
な
し
〞」
編
集
委
員
会
編
著
、
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合

会
）に
は
、
社
会
貢
献
と
し
て
の
二
次
避
難
所
、
都
道
府
県
旅
連
の
動
き
、
四
つ
の
形
で
社
会
貢

献
し
た
旅
館
、
絆
の
ア
ル
バ
ム
、
災
害
に
備
え
た
自
助
努
力
と
公
的
支
援
、
耐
震
改
修
促
進
法
、

事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）、
国
土

強き
ょ
う

靱じ
ん

化
に
際
し
て
旅
館
に
で
き
る

こ
と
、
と
あ
る
。
事
実
に
裏
付
け

ら
れ
た
記
述
に
は
説
得
力
が
あ
る
。

報
道
さ
れ
な
か
っ
た
「
旅
館
の
果

た
し
た
多
様
な
役
割
」
に
気
付
か

さ
れ
た
。

四六判　226ページ
定価　1,500円
全国旅館ホテル生活衛生
同業組合連合会

プ
ロ
ト
コ
ー
ル
と
は
、
慣
習
、
文
化
や
宗
教
な
ど
が
異
な
っ
て
い
て
も
外
国
人
同
士
が
お
互

い
に
円
滑
に
接
す
る
た
め
の
基
本
的
な
決
め
事
、
国
際
儀
礼
の
こ
と
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
進
み
、
価
値
観
が
多
様
化
す
る
今
日
、
そ
の
知
識
の
習
得
が
大
切
だ
と
筆
者
は
言
う
。
本
書

『
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
―
国
際
儀
礼
の
基
礎
知
識
』（
寺
西
千
代
子
著
、
全
国
官
報
販
売
協
同
組
合
）

で
は
、
筆
者
の
外
務
省
在
外
公
館
な
ど
で
の
豊
富
な
経
験
を
基
に
、
名
前
、
敬
称
、
序
列
（
席
次
）、

上
位
席
、
席
割
、
パ
ー
テ
ィ
、
国
旗
・
国
歌
、
服
装
な
ど
の
具
体
例
を
イ
ラ
ス
ト
付
き
で
解
説
し

て
い
る
。
緒
方
貞
子
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
特
別
顧
問
（
元
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
）
と
の
冒
頭
の
対
談
で

は
国
際
社
会
で
尊
敬
さ
れ
る
人
の
プ
ロ

ト
コ
ー
ル
へ
の
基
本
姿
勢
が
語
ら
れ
る
。

帯
に
「
異
文
化
と
違
習
慣
を
つ
な
ぐ
国

際
社
会
の
共
通
ル
ー
ル
」
と
あ
る
よ
う

に
、
国
際
的
な
お
も
て
な
し
に
携
わ
る

人
の
手
引
書
に
な
る
で
あ
ろ
う
。（

片
桐
）

A5判　202ページ
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日本の温泉地と観光
2014年10月1日（水）～11月28日（金）

　古来、豊かな「温泉資源」に恵まれてきた日本。世界屈
指の温泉国である日本には、大小さまざまな「温泉地」が
あり、日本人にとって最も人気がある旅行先の一つになっ
ています。
　日本人と「温泉」との関わりは遠く神代の時代にまでさ
かのぼりますが、温泉は日本人の生活にどのように溶け込
み、親しまれてきたのでしょうか。それとともに、温泉地はこ
れまでどのように発展・変

へんぼう

貌してきたのでしょうか。
　本展では「日本の温泉地と観光」をキーワードに、温泉
（地）の持つ価値を考える上で参考になる図書、専門書、
古書・稀

き

覯
こう

書（抜粋コピー）などを集めました。
　また、当財団と国内の代表的温泉地とが連携して取り
組んでいる「温泉まちづくり研究会」の成果及び温泉地か
らご提供いただいた資料なども併せて展示いたします。
　ぜひ多くの方に当館を訪れていただき、温泉と温泉地
の原点を見つめ直す機会にしてくださればと思います。

＊詳細は、ホームページhttp://www.jtb.or.jp/へ。

新
着
図
書
紹
介

　「図書館」が注目されている。当館は最近、若年女性向け雑誌の特集
「私のためのひとり時間」で紹介され、女性の利用が増えた。図書資料だ
けが目的ではなく、本のある空間価値への期待が高まっていると感じる。
　雑誌『ソトコト』は昨年5月号で「おすすめの図書館」を特集した。巻頭
を飾った長野県小布施町立「まちとしょテラソ」は、2009年（平成21年）、
「交流と創造を楽しむ、文化の拠点」をコンセプトにリニューアル。訪ねて
驚いたのは、図書の利用冊数が2.5倍、利用人数はなんと5倍になったとい
う館長の話。書架や閲覧席の一角で行われる親子向けのユニークなワー
クショップや女子学生のおしゃべりなど、時間帯によって表情の変わる雰
囲気が心地よかった。　　　　　　　　　　　　  　　　   （久保田）

ベストリーダー （2014年5月～7月）
当図書館への来館者によく閲覧されている本を紹介。
【旅行ガイドブック部門】
海外旅行では、
・『まっぷるフランス2015』（昭文社）
・『地球の歩き方スイス アルプス・ハイキング2014-15』（ダイヤモンド・ビッグ社）
・『地球の歩き方ペルー ボリビア エクアドル コロンビア2014-15』（ダイヤモンド・ビッグ社）
国内旅行では、
・『TRAVELSTYLE 北海道 2014』（成美堂出版）
【その他一般部門】
・『数字が語る旅行業2013』（一般社団法人日本旅行業協会）
・『観光ビジネス未来白書2014年版』（加藤弘治編著、同友館）

利用状況 特別展示のご案内

旅の図書館 掲示板

旅の図書館特別展示で検索

館 長 の つ ぶ や き
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